
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年６月１５日（金） 第１０号 

      学校だより 

元気の花 なかよしの花 やる気の花 安全の花 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 

 運動会についてのアンケートを実施しました。ご協力ありがとうございました。
よりよい、運動会づくり、学校づくりに役立てていきたいと思います。全部を紹介
することはできませんが、主なご意見を紹介します。 

 

○ 子どもたちについて 

・ 短い練習期間にもかかわらず、どの学年もよくがんばっていた。 

・ 上級生が下級生の面倒をよく見ていた。 

・ 子どもたちのがんばる姿が見られてよかった。 

・ 先生方、ご苦労さまでした。 

・ 演技内容について、とてもよかったという意見 

・ 演技内容について、さらに工夫すればよいのではという意見 

・ 演技種目についての意見   

・ 上級生が応援団や係の仕事をがんばっていた。 

・ よかったところをほめることが、子どもたちの達成感につながった。 

○ 保護者について 

 ・ テントの撤収をたくさんの人が手伝ってくださった。 

・ ごみ・タバコ・飲酒・学校周辺の車のマナーがよくないところがあった。 

・ 開門について（よかったという意見が９割、よくないという意見が１割） 

・ 体育館の開放はおおむね好評 

・ 保護者の観覧について（日傘についてなど） 

・ 多くの保護者の方が、テントの片づけを手伝ってくださった。 

・ 多くの保護者の方がルールを守ってくださった。 

○ その他 

・ 児童用テントがよかった。 

・ 撮影スペースについて（よかったという意見が９割、場所等についての意見が１割） 

・ 実施時期（春がよいという意見がほとんど） 

・ 高齢者の車の乗り入れについて   

・ 子どものあいさつについて 

・ トイレについて   

・ 授乳場所、オムツをかえる場所について 

 

 全ての方から１００点をもらう運動会はできないかもしれません。しかし、改
善できるところは少しずつ改善し、よりよい運動会に一歩ずつ近づいていきたい
と思います。そのために、保護者の皆様にも是非お力を貸していただきたいと思
います。私は、たくさんの保護者の方がテントの片付け、ごみ拾い、係の仕事な
どに汗を流していただいたことを本当にうれしくありがたく思っています。 

よりよい学校は、教職員・子どもたち・保護者・地域の方、みんなで力を出し
合ってつくっていくものだと考えます。今後ともご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。 

よりよい学校づくりに今後もご理解・ご協力をお願いします。 
運動会のアンケートより 

安全で、実りのある水泳学習を 

６月１１日（月）６年生によるプール開きが行われま 
した。全校児童を代表して６年生が、決まりを守り安全 
に気をつけて水泳学習をがんばることを誓いました。 
６年生がプール掃除をがんばってくれたので、どの学 

年も気持ちよくプールでの学習ができます。 
 今年も、児童の健康・安全に十分に注意をしながら、 
実りのある水泳学習をしていきます。 
 ご家庭でも、児童の健康管理、プールカードの押印な 
ど、よろしくお願いします。 

 水泳学習のチェックポイント 

☆１：顔に水をかけられてもぬぐわないでいられますか。 
   （水慣れの段階で、抵抗感を減らす練習はお風呂や洗面時にもできます。） 

☆２：力をぬいて「けのび」ができますか。 
   （水中で脱力をして、体を伸びた状態で浮かせます。これができると泳げ 

る段階に近づいていきます。） 

☆３：「いきつぎ」ができますか。 
   （何度も繰り返して、力を入れず、楽にできるようになることが大切です。）、 

 

毎週月曜日の給食時間に、子どもたちに放送で「校長先生の話（スマイルタイ

ム）」をするようにしました。６月１１日（月）の話は「見えるものが見えるよう

になろう」という話でした。「運動場の『遊具にさわらないで』と書いている前で、

遊具にぶら下がっている人や、先生の『○○してください。』という声は聞こえて

いるはずなのに、行動と結びつかない人がいます。まず、見えるものが見えるよ

うになる、聞こえものが聞こえるようになるとは、そのことの意味が分かって行

動できるようになることです。」と話しました。 それから、１時間後の昼休み、

低学年の子が一人、「遊具にさわらないで」と書いている前で、遊具にぶら下がっ

ていました。でもそのとき、そばにいた高学年の男の子が「その看板に『さわら

ないで』と書いているよ」とその子に教えてあげていました。さすが高学年だと

とてもうれしくなりました。 

プール開きの様子 


